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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第13期

第１四半期連結
累計期間

第14期
第１四半期連結

累計期間
第13期

会計期間
自平成29年４月１日
至平成29年６月30日

自平成30年４月１日
至平成30年６月30日

自平成29年４月１日
至平成30年３月31日

売上高 （千円） 552,715 607,104 2,258,890

経常利益 （千円） 54,971 79,527 263,501

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 32,437 64,843 208,092

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 32,437 64,843 208,092

純資産額 （千円） 1,260,846 1,594,224 1,527,881

総資産額 （千円） 5,340,687 6,032,721 5,932,567

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 13.85 26.90 87.63

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 13.13 25.70 83.34

自己資本比率 （％） 23.6 26.4 25.8

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1) 経営成績の状況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、緩やかに回復しております。底堅い輸出に伴う鉱工業生産の

増加を背景に、国内需要が持ち直しており、企業収益は堅調に推移しております。雇用・所得環境の改善を背景に

個人消費は持ち直しているものの、天候不順や物価上昇による実質所得の伸び悩みを受け、力強さを欠いているこ

とに加え、米中貿易摩擦への懸念の高まりが資本市場や実質経済に悪影響を及ぼす可能性も意識され、景気の先行

きは不透明な状況が続いております。

　このような環境のなか、当社グループは、飼い主のかかりつけ動物病院（一次診療施設）と連携して高度医療へ

の取り組みを続けるとともに、当社グループ内の診療実績を発表するための学会報告や、獣医師向けセミナー開催

を積極的に行うことにより、動物医療業界における信頼の獲得、認知度の向上とそれに伴う紹介症例数の増加に努

めてまいりました。その結果、初診数（新規に受け入れた症例数）は1,475件（前年同期比25.7％増）、総診療数

（初診数と再診数の合計）は5,840件（前年同期比16.1％増）、手術数は387件（前年同期比2.0％減）となりまし

た。

　これらの結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高は607,104千円（前年同期比9.8％増）、営業利益は

78,464千円（前年同期比6.3％増）、経常利益は79,527千円（前年同期比44.7％増）、親会社株主に帰属する四半

期純利益は64,843千円（前年同期比99.9％増）となりました。

 

(2) 財政状態の分析

（資産）

　当第１四半期連結会計期間末における流動資産は1,302,383千円となり、前連結会計年度末に比べ148,321千円増

加いたしました。これは主に現金及び預金が201,079千円増加したことによるものであります。固定資産は

4,730,338千円となり、前連結会計年度末に比べ48,166千円減少いたしました。これは主に減価償却によるもので

あります。

　この結果、総資産は、6,032,721千円となり、前連結会計年度末に比べ100,154千円増加いたしました。

（負債）

　当第１四半期連結会計期間末における流動負債は781,756千円となり、前連結会計年度末に比べ45,783千円増加

いたしました。また、固定負債は3,656,740千円となり、前連結会計年度末に比べ11,972千円減少いたしました。

これは主に未払費用が47,598千円増加したことによるものであります。

　この結果、負債合計は、4,438,497千円となり、前連結会計年度末に比べ33,811千円増加いたしました

（純資産）

　当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は1,594,224千円となり、前連結会計年度末に比べ66,343千円

増加いたしました。これは主に親会社株主に帰属する四半期純利益64,843千円によるものであります。

 

(3) 経営方針・経営戦略等

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

 

(5) 研究開発活動

　該当事項はありません。
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３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 8,000,000

計 8,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成30年６月30日）

提出日現在発行数
（株）

（平成30年８月13日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 2,412,500 2,415,500
東京証券取引所

　（マザーズ）
単元株式数100株

計 2,412,500 2,415,500 － －

（注）１．発行済株式のうち35,000株は現物出資（金銭報酬債権74,480千円）によるものであります。

２．「提出日現在発行数」欄には、平成30年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使に

より発行された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数（株)

発行済株式総数
残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成30年４月１日

～平成30年６月30日

（注）1

3,000
普通株式

2,412,500
750 379,575 750 279,575

（注）１．新株予約権の行使による増加であります。

２．平成30年７月１日から平成30年７月31日までの間に、新株予約権の行使により、発行済株式総数が3,000

株、資本金及び資本準備金がそれぞれ750千円増加しております。

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成30年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】

平成30年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 2,407,200 24,072 －

単元未満株式 普通株式     2,300 － －

発行済株式総数 2,409,500 － －

総株主の議決権 － 24,072 －

 

②【自己株式等】

該当事項はありません。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成30年４月１日から平

成30年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、新日本有限責任監査法人は平成30年７月１日をもって名称をEY新日本有限責任監査法人に変更しておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成30年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 890,346 1,091,426

売掛金 118,423 117,218

商品 41,972 43,242

貯蔵品 4,675 4,675

その他 105,791 53,297

貸倒引当金 △7,146 △7,476

流動資産合計 1,154,062 1,302,383

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,727,476 1,710,585

土地 2,228,267 2,228,267

その他（純額） 597,643 570,865

有形固定資産合計 4,553,388 4,509,719

無形固定資産 24,415 25,008

投資その他の資産 200,701 195,610

固定資産合計 4,778,505 4,730,338

資産合計 5,932,567 6,032,721

負債の部   

流動負債   

買掛金 46,219 39,130

1年内返済予定の長期借入金 494,509 527,663

未払法人税等 38,534 19,230

賞与引当金 42,865 23,687

その他 113,845 172,044

流動負債合計 735,973 781,756

固定負債   

長期借入金 3,616,466 3,603,793

退職給付に係る負債 12,200 12,800

資産除去債務 40,046 40,147

固定負債合計 3,668,712 3,656,740

負債合計 4,404,686 4,438,497

純資産の部   

株主資本   

資本金 378,825 379,575

資本剰余金 334,143 334,893

利益剰余金 814,912 879,755

株主資本合計 1,527,881 1,594,224

純資産合計 1,527,881 1,594,224

負債純資産合計 5,932,567 6,032,721
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年６月30日)

売上高 552,715 607,104

売上原価 339,494 395,593

売上総利益 213,221 211,511

販売費及び一般管理費 139,389 133,047

営業利益 73,832 78,464

営業外収益   

受取家賃 5,723 5,945

その他 564 975

営業外収益合計 6,287 6,920

営業外費用   

支払利息 8,870 4,332

資金調達費用 16,232 1,145

その他 45 380

営業外費用合計 25,148 5,857

経常利益 54,971 79,527

特別損失   

退職給付費用 9,600 －

特別損失合計 9,600 －

税金等調整前四半期純利益 45,371 79,527

法人税等 12,934 14,684

四半期純利益 32,437 64,843

親会社株主に帰属する四半期純利益 32,437 64,843
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年６月30日)

四半期純利益 32,437 64,843

四半期包括利益 32,437 64,843

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 32,437 64,843
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次の通りであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年６月30日）

減価償却費 40,423千円 57,482千円

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社グループは、動物医療関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基

礎は、以下の通りであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年６月30日）

（１）１株当たり四半期純利益金額 13.85円 26.90円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 32,437 64,843

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益金額（千円）
32,437 64,843

普通株式の期中平均株式数（株） 2,340,700 2,410,389

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 13.13円 25.70円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額（千

円）
－ －

普通株式増加数（株） 129,806 112,309

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜

在株式で、前連結会計年度末から重要な変動が

あったものの概要

 

－

 

－

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年８月13日

株式会社日本動物高度医療センター

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 米山　昌良

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 田中　友康

 

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社日本

動物高度医療センターの平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間

（平成３０年４月１日から平成３０年６月３０日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成３０年４月１日から平成３０

年６月３０日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結

包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社日本動物高度医療センター及び連結子会社の平成３０年６月３

０日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。

 

 

EDINET提出書類

株式会社日本動物高度医療センター(E31381)

四半期報告書

13/13


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析
	３経営上の重要な契約等

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	①ストックオプション制度の内容
	②その他の新株予約権等の状況

	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）発行済株式総数、資本金等の推移
	（５）大株主の状況
	（６）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第１四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第１四半期連結累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

